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拡大するＮＡＮＤフラッシュメモリ市場 

 

 第一生命 株式部  住谷 龍太 

(要旨) 

○ＮＡＮＤフラッシュメモリ市場が急拡大している。2004 年のＮＡＮＤフラッシュメモリ市場は 72

億米ドルと前年比で倍増した。主因は、ビット単価(容量あたり単価)の大幅な下落である。 

○ＮＡＮＤフラッシュメモリは更なる価格下落、大容量化の進展による用途拡大により、今後も市

場拡大が見込まれる。 

○ＰＣや携帯電話等の市場拡大とともに成長が予想される記録媒体市場では、競合するＮＡＮＤフ

ラッシュメモリとＨＤＤは、用途別の棲み分けがより明確化すると予想される。 

 

１．拡大するＮＡＮＤフラッシュメモリ市場 

 

 次世代記録媒体として注目されてきたフラッシュ

メモリ市場がいよいよ本格的に成長を加速し始めた。

フラッシュメモリの中でも特に成長著しいのは、書

き込みが早く一度に書き込めるデータ量が大きいＮ

ＡＮＤフラッシュメモリであり、04 年は約 72 億米

ドル規模となった。資料１を見るとランダムアクセ

ス（記憶装置にアクセスする手法）が早く、主にプ

ログラム格納用に使われるＮＯＲ型の伸びに比べて、

ＮＡＮＤ型の市場が拡大していることが分かる。こ

れはメモリが搭載されるデジタル家電製品のメモリ

容量が急増したため、データを格納するのに適して

いたＮＡＮＤ型が使用されたためである。 

これまでのＮＡＮＤフラッシュメモリ市場の牽引

役はデジタルカメラ向け等であったが、９月に発売

されたアップル社の携帯音楽プレーヤー｢ｉＰｏｄ 

ｎａｎｏ｣ではＨＤＤ（ハードディスク駆動装置）に

代わってＮＡＮＤフラッシュメモリが搭載されるな

ど、用途が拡大している(資料２)。今後、ＮＡＮＤ

フラッシュメモリ市場は、デジタル家電の急速な普

及と共に、中長期的な成長が見込まれる。 
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（出所）各社公表資料より株式部作成 

（出所）日経マーケット・アクセス 

資料２ NAND フラッシュメモリマーケット推移 
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資料１ フラッシュメモリの生産額の推移 
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２．ＮＡＮＤフラッシュメモリ市場が急拡大

した背景 

 

ＮＡＮＤフラッシュメモリ市場が急拡大している主

因は、大幅な価格下落(資料３)と搭載可能な容量の増

大である。 

価格下落の主因は、ＮＡＮＤフラッシュメモリメー

カーの歩留り改善、ウェハーの大口径化による一枚当

たりに取れるチップ数の増加、メーカーのキャパシテ

ィ増による量産効果である。資料３を見るとメモリ価

格は、年率約 30％以上も下落していることが分かる。 

次に、搭載容量が急増した主因は、微細化の進展、

一つの記憶セルで通常１ビットの記憶を担うところを

多ビットの記憶を担えることを可能にした多値化技術

である。現状のＮＡＮＤフラッシュメモリ月間生産個

数の推移を見ても、大容量である２Ｇや４ＧのＮＡＮ

Ｄフラッシュメモリ生産数が急激に増加していること

が分かる(資料４)。上記の２点が達成されたことによ

り、記録媒体の搭載条件として重要なビット単価(容量

あたりの単価)が下落し、ＮＡＮＤフラッシュメモリの

用途拡大に繋がっていると思われる(資料５)。 

最近の動向として特徴的であるのが、ハード組込み

型のデータ保存用途の拡大であり、この象徴的事例が

前述の｢ｉＰｏｄ ｎａｎｏ｣である。｢ｉＰｏｄ ｎａｎ

ｏ｣は大ヒットした｢ｉＰｏｄ ｍｉｎｉ｣の後継機種で

あり、ここでは従来の１インチ型ＨＤＤから、２Ｇバ

イトと４ＧバイトのＮＡＮＤフラッシュメモリが搭載

された。 

今後、さらなる微細化の進展、多値化技術による容

量の増加、ＮＡＮＤフラッシュメモリメーカーのキャ

パシティ増による量産効果は、一段と進むと予想され、

市場のさらなる拡大を支えるだろう。 
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資料３ NAND フラッシュメモリの価格動向 

（出所）DRAM Exchange 

（出所）日経マーケット・アクセス 

資料５ NAND フラッシュメモリのビット価格推移 

（出所）日経エレクトロニクス 
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(出所) Techno Systems Research 
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３．棲み分けが進む記録媒体市場 

 

ＰＣや携帯電話市場の拡大とともに、今後記録媒体

市場は拡大が予想される。記録媒体市場で特に注目を

浴びているのが、今回取り上げたＮＡＮＤフラッシュ

メモリとＨＤＤである。ＮＡＮＤフラッシュメモリは

低消費電力、耐衝撃性、サイズの面で優れている。一

方、ＨＤＤは転送速度、ビット単価で優れている（資

料６）。ＮＡＮＤフラッシュメモリのビット単価は将来

的には下落し、ＨＤＤとのビット単価差は縮まると予

想されるが、現状では１インチＨＤＤの３倍近いと推

定される。そのため、当面、100Ｇ以上の大容量を必要

とするＰＣやサーバー向けではＮＡＮＤフラッシュメ

モリは、ビット単価が高いことから、ＨＤＤの優位性

は揺るがないと思われる。 

しかし、前述した携帯音楽プレーヤーや記録媒体市

場で急拡大が予想される携帯電話(市場規模６億台超)
などの製品では、小型軽量化、耐衝撃性、低消費電力

がビット単価より重視されるため、ＮＡＮＤフラッシ

ュメモリが小型ＨＤＤより優位となる展開が予想され

る。実際、これまで急成長を遂げてきた１インチＨＤ

Ｄであるが、最近は伸び悩みの傾向が窺える（資料７）。

将来的には、現状 1.8 インチ型以上のＨＤＤを利用し

ている用途でもＮＡＮＤフラッシュメモリが採用され

る可能性が高く、更なる市場拡大が見込まれる。 

したがって、今後拡大が予想される記録媒体市場で

は、データの転送速度・大容量が重視されるＰＣやサ

ーバーではＨＤＤが引き続き搭載されるが、消費電力、

小型化、耐衝撃性が重視される用途ではＮＡＮＤフラ

ッシュメモリの搭載が進み、用途別の棲み分けがより

明確化すると予想される。 
 

すみたに りゅうた（主任） 

資料７ HDD のインチ別生産台数の前年比 

（出所）第一生命株式部作成 

資料６ HDD とＮＡＮＤフラッシュメモリの特徴比較 

特 徴 ＨＤＤ
ＮＡＮＤ

フラッシュメモリ

不 揮 発 性 ○ ○

転 送 速 度 ○ ×

消 費 電 力 × ○

耐 衝 撃 性 × ○

ビ ッ ト 単 価 ○ △

容 量 ○ △

サ イ ズ × ○

○優れている △やや劣る ×劣る 


